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業務課題
　タブレットを使用した SP4i の売上入
力システムにおいて、以下の改善を行い
たい。

1　商品コードのマスターチェック
　バーコードリーダーで商品コードを読
み取った時、商品コードを IBM i のマ
スターとチェックしたい。複数商品のす
べての入力行を画面単位で一括チェック
するのではなく、項目単位のチェックを
行いたい。

2　カーソル遷移の制御
　上記 1 を単純に実装する場合、バー
コードリーダーの操作ごとに画面の先頭
フィールドにフォーカスが移動してしま
う。操作の利便性を考慮し、正しい商品
コードの時は、次の入力位置である数量
にカーソルを自動でセットしたい。また
数量入力後、次行の商品コードにカーソ
ルをセットする動作を繰り返したい。

画面機能の詳細説明
1　商品コードマスターチェックについ
て
　バーコードリーダー側には、データ送
信時に「実行キー」機能をプラス。バー
コードで商品コードを読み取るたびに、
RPG プ ロ グ ラ ム を 呼 び 出 し て 存 在
チェックを行うロジックを追加した。

2　カーソル遷移の制御について　

① HTML には、hidden 要素でフォー
カスが設定されている HD01 と行数
を設定するための HD01L を追加

② JQuery でサブミット時に ID と行数
をセット 【ソース 1】

③ RPG では受け取った ID と行により、
次のフォーカス位置を設定【ソース 2】

画面による業務課題の
解決
1　商品コードマスターチェックについ

て
　商品コードのチェックが即時に可能と
なったため、正しい商品コードが入力で
きるようになった。

2　カーソル遷移の制御について
　カーソル位置の自動遷移化に伴い、
カーソル位置を意識することなく、商品
コードの読み取りと数量の入力が可能に
なったため、操作のスピードが上がり、
効率化が実現された。【図 1】
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バーコードリーダー読み取り後
次の入力位置にカーソルを自動遷移させる技術
上総 龍央 様
キョーラクシステムクリエート株式会社
開発部
課長

キョーラクシステムクリエート株式会社
http://www.kscnet.co.jp/

1998 年、キョーラク株式会社のシ
ステム部門が分社し誕生。IBM i を
コアとして、IBM i の販売ならびに
業務アプリケーションの開発を行
う。クライアント／サーバー型、Web
型などの開発にも積極的に取り組ん
でおり、現在は Delphi、Microsoft 
Visual Basic、.NET や Java な ど
の開発も手がけている。
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ソース1
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図1

ソース2
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